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懇 談 会 　 会 場 一 覧 表
開　催　日 選　挙　区 議　　員 開催場所 参加人数

9月10日（火） 第4区 金田　敬司（越谷市）
高橋　恵子（八潮市） 宮代町「進修館」　大ホール 59名

9月19日（木） 第2区
田中　廣美（所沢市）
松本　貢一（新座市）
中村　篤志（東松山市）

川越市「氷川会館」　２階　桐の間 89名

9月27日（金） 第３区
第５区

前林　兼二（熊谷市）
持田　明彦（小川町） 寄居町役場　６階大会議室 67名

10月1日（火） 第１区
島田　友光（鴻巣市）
國分　政義（さいたま市）
田村　伊佐雄（川口市）

さいたま共済会館　501会議室 96名

合計 311名

　本組合、組合会議員長側第1区選出の岡村幸四郎川口市長におかれましては、平成25年11
月30日をもって組合会議員並びに理事長の職を退職されました。
　岡村市長におかれましては、平成9年6月24日より組合会議員に、また平成20年2月29日
から理事長の職に就かれ、共済組合の発展に多大なるご尽力を賜りました。
　なお、平成25年12月1日から後任の理事長が選出されるまでの間につきましては、地方
公務員等共済組合法第12条第1項の規定に基づき、富岡清 理事（熊谷市長）が理事長の職務
を行うこととなりましたのでお知らせいたします。

　共済懇談会は、組合員の皆さまに共済制度をご理解いただき、より一層有効にご活用いただくことを目的に
毎年開催しており、本年度においても、9月10日の宮代会場を皮切りに、10月1日まで県内4ヵ所で開催し、
総数311名のご参加をいただきました。
　当日は、短期・長期給付及び福祉事業の現状を説明した後、組合員の皆さまから共済事業全般へのご要望等
をお伺いすることを中心として、これまでにいただいた貴重なご意見は、当組合の事業運営に様々な形で反映
させていただいております。
　今回の共済懇談会でいただいたご意見・ご要望等については、去る10月24日の議員協議会で種々検討した
上で、平成26年度の予算編成時において、実施できるかどうかの決定をしていく運びとなります。
　なお、今回ご参加いただきました皆さま及び開催にあたりご協力いただきました各所属所の皆さま方に改め
てお礼申し上げます。
※平成25年度共済懇談会において出された主なご意見・ご要望と、議員協議会での検討状況をお知らせいたします。
　（より詳しい内容は、共済組合のホームページに掲載予定）

共済懇談会の主な意見と要望

理事長の退職について

共済懇談会共済懇談会
平成25年度
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支出軽減のためジェネリック医薬品の促進を
もっと PRしてほしい。（上尾市）

　ジェネリック医薬品の取り組みは、毎年適正
化対策事業の中で明記し、共済だよりへの記事

掲載と4月に組合員になられた方へのリーフレット配
付など PRに努めております。
　また、昨年11月には「ジェネリック医薬品差額通知」
を実施し、本人負担分と共済組合負担分併せて年間
1,800万円の削減を見込んだところです。
　これからも PR方法を検討し促進に努めていきます
ので、引き続きご協力をお願いいたします。

短期給付は大変厳しい状況であるが、医療費その
ものを抑制する何らかの対策を考えているのか。

（例えば、未病、余病などの対策、レセプトデータから
の医療費分析など）

　医療費適正化対策事業については、その具体
的な取り組みを共済だより4月号で組合員の皆さ

まへお知らせしご協力をいただいているところです。ま
た、レセプトの医療費分析結果も共済だよりへ掲載して
おります。今後も適正受診のお願いなど医療費抑制に取
り組んでまいりますので、引き続きご協力をお願いいた
します。

1保健事業関係

人間ドック等の助成金額を増額してほしい。

　保健経理においては、組合員数の減少等によ
り負担金・掛金収入が大幅に減少しており、財

政状況も大変厳しい状況が続いております。この厳し
い財政状況の中、保健事業検討委員会等で財源率を引
き上げないことを前提に保健事業全般にわたる見直し
を図ってきたところであり、保健経理の財政状況を考
慮すると助成金額の増額は現状では難しいと考えてお
りますのでご理解をお願いいたします。

インフルエンザ予防接種助成の対象範囲を広げ
てほしい。

　平成25年度の新規事業として組合員（任意継
続組合員を除く）を対象にインフルエンザ予防

接種助成を実施していますが、助成対象者の範囲を広
げることについては、保健経理の積立金の状況を見極
めながら職員側議員協議会等において慎重に検討して
参ります。

人間ドック等の指定医療機関を増やしてほしい。

　所属所からの推薦状に基づき医療機関側と交
渉させていただきます。

偶数年度に一斉開催となっている共同主催の球
技大会を種目によって年度を分けてほしい。

　平成22年度から偶数年度に共同主催（共済組
合、市長会、町村会、一部事務組合）の球技大会、

奇数年度に共済組合主催の球技大会を開催していると
ころですが、現在の開催方法については、各関係機関
と調整のうえ決定した経緯があることから当面は現行
方式での開催についてご理解をお願いいたします。

持田議員（寄居会場）

島田議員（さいたま会場）
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「えらべる倶楽部」を廃止して、従前の助成制度
に戻してほしい。

　「えらべる倶楽部」は、保健経理における厳し
い財政状況を受けて、事業費用圧縮のため民間

宿泊助成の廃止をはじめ保健事業全般の見直しを図っ
てきた中、その見直しに伴う影響を少しでも緩和する
目的で導入したところであります。したがいまして、
財政面から考えても現行制度を廃止して、従前の助成
制度を復活させるのは難しいと考えておりますので、
現行制度を積極的にご利用いただきますようお願いい
たします。

「えらべる倶楽部」については、施設によって会
員証提示やクーポン券持参などの違いがあるの

で、会員証提示だけで利用できるようにしてほしい。

　「えらべる倶楽部」での利用可能施設について
は、委託業者と各施設との契約によって利用で

きることとなりますが、施設利用時に会員証を提示する
かクーポン券などを持参するかの違いについては、施
設側の都合によるところとなります。なお、会員証提
示で利用可能な施設については、グルメ関係を中心に
拡充を図っておりますのでご理解をお願いいたします。

「えらべる倶楽部」の契約施設を追加してほしい。

　ご希望の施設がありましたら委託業者に交渉
させますので、福祉課までご連絡ください。

アウトソーシング事業の委託業者を定期的に見
直してほしい。

　アウトソーシング事業の委託業者について
は、導入当初から1年契約としており、毎年度、

共済懇談会等の意見・要望を踏まえて、保健事業検討

委員会等において翌年度の委託業者を決定しています。
　なお、今年度、現行の委託業者と他の業者のサービ
ス内容の差異を確認するために、保健事業検討委員会
において4社を対象に平成26年度の委託業者の選定に
向けた取り組みを行い、3社（1社辞退）によるプレゼ
ンテーションを実施しました。
　また、委託業者の選定方法については、サービス内
容等が異なることから同一条件での比較が困難である
ため入札は馴染まないものと判断し、導入当初と同様
に総合評価方式によるものとし、総合評価の実施に当
たっては、当該委員会の中で選定会を開催し、委託費用、
契約施設数、利用者の利便性など17項目についてそれ
ぞれ採点した結果、高得点を取得した JTBベネフィッ
トが平成26年度の委託業者として内定しました。

2貯金事業関係

共済預金の利率について、現行の支払利率
（1.8％）の維持もしくは引上げをしてほしい。

　共済預金にかかる資金運用の環境について
は、厳しい状況が引き続いていますが、平成

26年度の予算編成期に職員側議員協議会等において
慎重に検討して参ります。

田中議員（川越会場）

國分議員（さいたま会場）

松本議員（川越会場）
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3貸付事業関係

貸付利率を引下げてほしい。

　共済組合における貸付事業については、年金
の積立金からの借入金をもって実施することと

されていることから、全国統一の貸付準則が総務省か
ら示されております。
　なお、当該準則では貸付利率・償還回数などが定め
られていることから、各共済組合において貸付利率な
どを決定できない仕組みとなっておりますので、ご理
解をお願いいたします。

4物資事業関係

物資購入券（デパート）の割引率を上げてほしい。

　割引率の引上げについては、契約業者側の都
合により難しいところがありますが、契約業者

と交渉いたします。

訴訟費用保険の支払い事例などをパンフレット
に分かり易く記載してほしい。

　より分かり易いものになるよう委託業者と検
討いたします。

各種サービスについて、努力してほしい。（イ
ンターネット予約、空室状況等）

　インターネット予約については、アルペン
ローゼの場合、客室数が36部屋と少なく、導

入費用や維持費用等を考えた場合、費用対効果が低く

導入は難しいと考えます。また現在は、事務局（施設課）
とアルペンローゼの2ヵ所同時に予約をお受けしてお
り、インターネット予約を導入した場合、重複予約の
恐れもあることから、引き続き、現行方法での対応で
ご理解をお願いいたします。
　なお、空室状況については、月曜日～金曜日の毎日
更新をして、ホームページにアップしておりますので、
ご活用ください。
　今後も、組合員とそのご家族の皆様がくつろげる施
設を目指し、サービス向上に鋭意努力してまいります
ので、今後ともご愛顧の程、お願いいたします。

和洋室を設置してほしい。

　アルペンローゼは、和室10部屋、洋室26部
屋で運営しております。現状で和洋室に改修す

るには部屋面積が狭く、隣室との壁を撤去しての改修
方法が考えられ、その場合、部屋数、宿泊定員人数の
減少及び建物強度問題等考慮しなければなりませんの
で、現在のところ難しいと考えます。何卒、ご理解の
程お願いいたします。

契約保養所を増やしてほしい。

　契約を希望する公的保養所がございました
ら、施設名をご教示ください。施設側の都合も

ございますが、交渉をさせていただきます。

中村議員（川越会場）

前林議員（寄居会場）
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夏季期間中における保養所について再開してほ
しい。（海の家等）

　夏季期間中における海・山の家（借上げ方式
も含む）の再開に係るご要望ですが、保健経理

財政を確保するため、平成21年度に廃止をさせてい
ただいた経過がございますので、再開については難し
いと考えております。
　なお、アウトソーシング事業の「えらべる倶楽部」に
おいて宿泊補助事業を行っており、特に、夏季期間中
は、宿泊補助金額を増額しておりますので、是非、そ
ちらをご利用いただければと思います。よろしくお願
いいたします。

レクリエーション施設を追加してほしい。

　各会場においてご要望をいただいたレクリエー
ション施設については、交渉をさせていただきま

す。ただし、施設側の都合で契約できない場合もあります
ので、その点につきましては、ご理解をお願いいたします。

利用補助金額の増額、利用補助回数の増加をし
てほしい。

　保健経理財政を確保するため、補助金額及び
利用回数については見直しを行った経過があ

り、保健経理財政への影響が危惧されることから、補
助金額の増額等については、難しいと考えております。

何卒、ご理解の程お願いいたします。

共済組合事業について、あらましとは別に、よ
く使われる制度を紹介したわかりやすいパンフ

レットを作ってほしい。

　共済事業については、家族構成や年齢等によ
り、関心のある事業も多様であるため、よく使

われる事業を絞ることが難しく、また、あらましと別に
パンフレットを作成した場合、作成費用等も発生する
こととなりますので、現状の対応でお願いいたします。
　なお、HPで必要な事業等が容易に検索できますの
で、是非ご活用いただきたいと存じます。

共済だよりを廃止（HPの活用）、発行回数を減少。

　共済だよりにつきまして、組合員等にとって
必要な事業や制度改正等を伝えるために配付し

ているため、現行の対応でご理解をお願いいたします。
　なお、現在の発行回数は毎月発行ではなく、最低限
必要な年7回発行としており、配付部数についても、
毎年、新年に入る前に、全所属所に対し配付希望部数
のアンケートを行った上で、配付させていただいてお
り、平成24年度1ヶ月当たりの発行部数は28,486部、
組合員数の約52.5％となっております。

現在、共済組合申請様式をHPからダウンロー
ドできるが、もう少し充実・整理してほしい。

　現在、更なる充実に向け、対応していない用
紙等の精査を行なっておりますので、ご理解を

お願い致します。

そ の 他 関 係
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金田議員（宮代会場）

高橋議員（宮代会場）

田村議員（さいたま会場）
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